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広
報
委
員
会
で
は
既
報
の
通

り
、
広
報
活
動
の
充
実
に
向
け
漸

次
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
冊
子
化

す
る
広
報
誌
の
関
連
で
は
、
４
月

か
ら
広
報
誌
の
「
誌
名
募
集
」
を

開
始
、５
月　

日
に
締
め
切
っ
た
。

３１

教
職
員
・
学
生
か
ら　

人
（
２
０

６０

０
点
）
を
こ
す
応
募
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
選
定
に
入
る
。

　

ま
た
、
広
報
誌
の
メ
イ
ン
読
者

層
を
在
学
生
に
設
定
す
る
た
め
、

各
学
科
・
専
攻
な
ど
か
ら
「
学
生

通
信
員
」
を
選
出
。
学
生
の
ニ
ー

ズ
や
ア
イ
デ
ア
を
誌
面
に
反
映
す

る
な
ど
、
学
生
と
の
連
携
を
図
り

誌
面
の
充
実
を
目
指
す
。

　

次
に
、「
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
と
「
大
学
案
内
」（
冊
子
）
に

つ
い
て
は
、
内
容
面
の
連
動
や
イ

メ
ー
ジ
の
統
一
感
を
も
た
せ
よ
う

と
進
め
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
今
秋
、
大
学
案
内
は
来
春
に
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
発
行
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、
更
新
頻
度
を
高
め
る
こ
と
な

ど
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
数
の
増
加

（
よ
り
多
く
の
人
に
本
学
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
）
を
目
指
し
て
お

り
、
従
来
の
広
報
部
中
心
の
更
新

体
制
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
シ

ョ
ン
な
ど
が
更
新
す
る
体
制
・
シ

ス
テ
ム
に
移
行
す
る
。
現
在
、
広

報
Ｈ
Ｐ
検
討
小
委
員
会
を
時
限
で

設
置
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
検
討
や

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
役
割
分
担
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
り
、

今
秋
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
そ
の
後

を
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、
既
報
の
「
カ
メ
ラ
マ
ン

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
お
よ
び
「
写

真
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」に
関
し
て
は
、

７
月
頃
か
ら
の
稼
働
を
予
定
。
こ

ち
ら
も
、
教
員
・
職
員
・
学
生
の

連
携
を
考
え
て
い
る
が
、
大
学
の

広
報
活
動
の
充
実
の
た
め
に
、
一

人
で
も
多
く
の
参
画
や
利
用
を
期

待
し
た
い
。　

学
校
法
人
天
理
大
学

　

財
務
部
長　

武
谷
兼
雄

　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
）

　

退　

職

▽
山
本　

義
泰
（
教
授
・
体
育
学

部
）

▽
安
田　

昭
子
（
教
授
・
体
育
学

部
）

▽
林　
　

八
龍
（
教
授
・
国
際
文

化
学
部
）

▽
小
林　

孝
信（
特
別
嘱
託
教
授
・

国
際
文
化
学
部
）

▽
鈴
木　

直
行（
特
別
嘱
託
教
授
・

国
際
文
化
学
部
）

▽
佐
村　

幸
弘（
特
別
嘱
託
教
授
・

国
際
文
化
学
部
）

▽
Ｂ．

グ
レ
ン
（
講
師
・
国
際
文

化
学
部
）

▽
安
永　

孝
之
（
主
事
・
田
井
庄

事
務
室
）

▽
山
本　
　

弘
（
主
事
・
学
校
本

部
人
事
部
）

　
　
　
　
　
（
以
上
３
月　

日
付
）

３１

　

新
採
用

別
掲
（
２
面
）
の
「
新
任
教
員
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
」
欄
に
掲
載
の
教
員

７
人
が
新
規
採
用
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
）

　

転　

用

▽
弓
場　

眞
美
子
（
主
事
・
入
試

部
）

▽
友
永　
　

愛
（
主
事
・
学
生
部
）

い
ず
れ
も
天
理
中
学
校
よ
り
転
用

　
　
　
　
　
（
以
上
４
月
１
日
付
）

　

本
年
度
の
公
開
講
座
は
、
天
理

市
と
の
共
催
で
開
催
し
て
い
る

『
天
理
大
学
公
開
講
座
』
に
加
え

て
、
奈
良
新
聞
社
と
共
催
で
９
月

か
ら　

月
に
か
け
て
毎
週
土
曜
日

１２

に
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
・
ア
メ
リ
カ

学
へ
の
招
待
』
５
講
座
（『
ア
ジ
ア

学
へ
の
招
待
』
と
隔
年
開
催
）
と

『「
大
和
学
」
へ
の
招
待
』
５
講
座

を
新
た
に
開
講
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

両
講
座
と
も
本
学
教
員
が
中
心

と
な
る
が
、『「
大
和
学
」
へ
の
招

待
』
は
、
第
１
回
講
師
に
弥
生
文

化
博
物
館
長
で
も
あ
る
金
関
恕
本

学
名
誉
教
授
を
迎
え
る
な
ど
学
外

講
師
も
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

会
場
は
、
参
加
者
の
利
便
性
を

考
え
奈
良
市
で
開
催
。
近
鉄
奈
良

駅
よ
り
徒
歩
１
分
に
あ
る
奈
良
県

中
小
企
業
会
館
を
予
定
し
て
い

る
。

　

な
お
、
本
年
度
本
学
主
催
の
全

公
開
講
座
は
別
掲
の
と
お
り
。

　

本
年
度
の
入
学
式
が
４
月
２
日

杣
之
内
第
一
体
育
館
で
行
わ
れ
、

８
１
１
人
の
新
入
学
生
が
や
や
緊

張
の
面
持
ち
で
式
に
臨
ん
だ
。

　

橋
本
武
人
学
長
は
式
辞
で
、
歓

迎
と
お
祝
い
の
意
を
述
べ
た
後
、

本
学
の
建
学
の
精
神
と
教
育
目
標

に
つ
い
て
触
れ
、
宗
教
性
と
国
際

性
の
涵
養
の
大
切
さ
や
、「
か
し
も

の
・
か
り
も
の
」
の
教
理
に
基
づ

く
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
本

学
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
。
最

後
に
、
ク
ラ
ブ
な
ど
課
外
活
動
に

熱
中
す
る
の
と
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
勉
強
に
注
い
で
ほ
し
い
、
高
度

な
知
性
と
豊
か
な
感
性
の
涵
養
に
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天理大学公開講座
　会場：天理市文化センター（４Ｆオーディオルーム）

○第１回　５月１９日　文学部教授　川島二郎
　　柿本人麻呂－石見相聞歌を読む－
○第２回　７月７日　体育学部教授　森井博之
　　「天理スポーツ学」構築に向けて
○第３回　９月１５日　国際文化学部講師　片田康明
　留学生と日本語
　－日本語との出合いと日本語のおもしろさ、
　難しさ－
○第４回　１０月２０日　文学部准教授　安井眞奈美
　出産のいま・むかし
　－日本とパラオ共和国の産育儀礼より－
○第５回　１２月８日　人間学部教授　佐藤浩司
　　雅楽の楽しみ方
　　－特に謡物の催馬楽について－

ヨーロッパ学・アメリカ学への招待
　会場：奈良県中小企業会館（中会議室）
○第１回　９月２２日　国際文化学部教授　山倉明弘
　　９．１１とパールハーバー
　　－現在と過去との対話－
○第２回　９月２９日　国際文化学部准教授　大平陽一
　チェコ・アバンギャルドのブックデザインをめ
　ぐって

○第３回　１０月６日　国際文化学部准教授　山本匡史
　越境の民の現在
　－米国におけるメキシコ系住民の動向と諸問題－

○第４回　１０月１３日　国際文化学部准教授　
　　　　　　　　　　和嶋千歳エレナ
　　ブラジル：人々のくらしとカーニバル
○第５回　１０月２７日　国際文化学部教授　
　　　　　　　　　　B.U.カルステン
　　ドイツにおけるロマン主義－当時と現在－

「大和学」への招待
　会場：奈良県中小企業会館（大会議室）
○第１回　１１月１０日　天理大学名誉教授　金関　恕
　　卑弥呼の鬼道とシャーマニズム
○第２回　１１月１７日　文学部准教授　桑原久男
　　唐古・鍵遺跡と弥生時代
○第３回　１１月２４日　文学部教授　置田雅昭
　　レーダ探査と古墳研究
○第４回　１２月１５日　文学部教授　山本忠尚
　藤ノ木古墳出土の馬具
　－畏獣図像からその来歴を探る－

○第５回　１２月２２日　天理高等学校教諭　藤井　稔
　　石上神宮の「七支刀」

※いずれも土曜日で、時間は１３：３０～１５：００

　

第　

回
卒
業
証
書
・
学
位
記
及

５５

び
大
学
院
学
位
記
授
与
式
が
３
月

　

日
、
中
山
善
司
天
理
教
真
柱
ご

２２臨
席
の
も
と
、
杣
之
内
第
一
体
育

館
で
行
わ
れ
、学
部
生
７
４
４
人
、

大
学
院
生
６
人
が
巣
立
っ
た
。

　

式
は
、
卒
業
証
書
・
学
位
記
授

与
、
伝
道
課
程
修
了
証
書
・
日
本

語
教
員
養
成
課
程
修
了
証
書
授

与
、
学
長
顕
彰
、
橋
本
武
人
学
長

式
辞
、
真
柱
様
お
言
葉
（
２
面
要

旨
）、
答
辞
、
校
歌
斉
唱
で
滞
り
な

く
終
了
し
た
。

　

橋
本
武
人
学
長
は
式
辞
の
中

で
、天
理
ス
ピ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

本
学
で
育
ん
だ「
他
者
へ
の
献
身
」

の
態
度
、
精
神
は
公
共
の
精
神
の

薄
れ
て
い
く
現
代
社
会
に
お
い
て

一
層
光
り
輝
く
と
説
き
、
天
理
ス

ピ
リ
ッ
ト
の
実
践
を
訴
え
た
。

　

こ
と
し
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
が
有
望
視
さ
れ
て
い
る
女

子
ホ
ッ
ケ
ー
の
小
野
真
由
美
さ
ん

が
体
育
学
部
を
代
表
し
て
卒
業
証

書
を
受
け
と
り
、
ま
た
、
同
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
狙
う
柔
道
の
穴

平
成

　
　

平
成　

年
度
公
開
講
座

年
度
公
開
講
座

１９１９

　
　
　
　
　

新
企
画
で
さ
ら
に
充
実

新
企
画
で
さ
ら
に
充
実

留
学
生
が
日
本
の
家
庭
生
活
を
体
験

緊急の場面に備え
「ＡＥＤを用いた心肺蘇生法」

講習会

◆

◆

◆

◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

キャンパスに希望みなぎるキャンパスに希望みなぎる
平成19年度入学式挙行平成19年度入学式挙行

励
む
こ
と
を
希
望
す
る
と
の
期
待

を
込
め
た
言
葉
で
締
め
く
く
っ

た
。

　

新
入
学
生
は
式
典
後
、
入
学
の

お
礼
参
拝
に
天
理
教
教
会
本
部
神

殿
へ
向
か
っ
た
。

　

新
入
学
生
の
内
訳
は
、
人
間
学

部
１
６
７
人
、
文
学
部　

人
、
国

９８

際
文
化
学
部
３
０
７
人
、
体
育
学

部
２
２
１
人
、
編
入
学
９
人
、
大

学
院
臨
床
人
間
学
研
究
科
９
人
。

真
柱
様
ご
臨
席
の
も
と

 
真
柱
様
ご
臨
席
の
も
と

第　

回
卒
業
式
挙
行

回
卒
業
式
挙
行

55

　

平
成　

〜　

年
度
の
２
年
間
活

１７

１８

動
を
行
っ
て
き
た
天
理
ス
ピ
リ
ッ

ト
調
査
研
究
班
（
代
表
・
近
藤
雄

二
体
育
学
部
教
授
）
が
、
３
月
に

報
告
書
を
刊
行
し
た
。
内
容
は
、

同
班
が
行
っ
て
き
た
公
開
講
演
会

・
研
究
会
、
研
究
班
会
合
、
国
内

外
の
訪
問
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
な
ど
を
網
羅
し
、
巻
末
資
料
に

同
班
刊
行
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

　

同
班
は
、
教
職
員
の
意
識
に
介

　

学
生
部
主
催
の
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
用
い
た

心
肺
蘇
生
法
」
講
習
会
が
、
ク
ラ

ブ
幹
部
層
対
象
の
「
事
故
防
止
講

習
会
」
に
加
え
、
１
人
で
も
多
く

け
て
ク
ラ
ブ
単
位
で
行
う
予
定
。

ま
た
ク
ラ
ブ
に
属
さ
な
い
学
生
も

対
象
に
し
て
い
き
、
学
外
で
緊
急

の
場
面
に
直
面
し
た
と
き
、
心
肺

蘇
生
を
行
え
る
学
生
を
少
し
で
も

多
く
増
や
し
た
い
で
す
ね
。ま
た
、

現
在
、
屋
内
に
設
置

し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

一
部
、
屋
外
に
設
置

し
、
本
学
近
辺
で
心

肺
停
止
し
た
方
が
出

た
場
合
な
ど
、
一
般

の
方
の
緊
急
時
に
も

活
用
で
き
れ
ば
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
ク
ラ
ブ
は
、

２
月　

日
・
ホ
ッ
ケ

２６

ー
部
、
４
月　

日
・

２４

創
作
ダ
ン
ス
部
、
同　

日
・
テ
ニ

２５

ス
部
、
同　

日
・
体
操
競
技
部
、

２７

５
月
７
日
・
水
泳
部
で
、
講
習
会

で
は
、
学
外
の
日
本
赤
十
字
社
救

急
法
指
導
員
の
方
々
が
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
。

の
学
生
ら
に
受
講
し
て
も
ら
お
う

と
、
こ
と
し
２
月
か
ら
ク
ラ
ブ
単

位
で
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
３
台
あ
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
、２
台
追
加
設
置
し
た
際
に（
現

在
５
台
。内
、体
育
学
部
に
３
台
）、

講
習
会
の
あ
り
方
を
見
な
お
し
ク

ラ
ブ
単
位
で
も
行
う
こ
と
に
な
っ

た
も
の
。

　

講
習
会
の
内
容
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、

蘇
生
法
教
育
人
体
モ
デ
ル
お
よ
び

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
日
本
赤
十
字
社

刊
）
な
ど
を
用
い
、
心
肺
停
止
状

態
の
傷
病
者
を
発
見
し
た
時
か
ら

心
肺
蘇
生
す
る
ま
で
の
一
連
の
救

命
処
置
。

　

講
習
会
担
当
で
、
本
学
医
務
室

の
大
森
繁
子
看
護
師
（
日
本
赤
十

字
社
救
急
法
指
導
員
）
は
、「
夏
合

宿
ま
で
に
体
育
系
ク
ラ
ブ
、
そ
の

後
文
化
系
ク
ラ
ブ
と
今
後
１
年
か

　

本
学
に
在
学
す
る
留
学
生
に
、

日
本
の
家
庭
生
活
の
一
端
に
触

れ
、
体
験
的
に
日
本
文
化
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
国
際
交

流
部
が
本
年
度
、「
天
理
大
学
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
制
度
」

を
立
ち
上
げ
た
。

　

４
月
上
旬
か
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
募
集
を
は
じ
め
て
い
る
が
、

受
け
入
れ
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
決
ま
り

次
第
留
学
生
と
の
顔
合
わ
せ
を
行

い
、「
１
日
訪
問
」
の
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ

ト
を
月
１
回
程
度
、
夏
期
休
暇
中

に
１
〜
２
泊
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

企
画
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
毎
年
４
月
と
９
月
に

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
募
集
を
行
う

予
定
。
問
い
合
わ
せ
は
国
際
交
流

部
（
０
７
４
３
―
６
３
―
９
０
８

６
）ま
で
。

広
報
活
動
充
実
に
向
け
て

広
報
誌
名
募
集
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど

人

事

人　
　

事
入
す
る
試
み
と
今
回
の
活
動
を
位

置
づ
け
、
天
理
ス
ピ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
ま
た
、
そ
れ
を
具
現
化
す

る
方
策
な
ど
に
つ
い
て
、
教
職
員

の
お
互
い
が
再
認
識
や
再
検
討
を

す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
も

と
づ
く
行
動
や
取
り
組
み
を
促
す

こ
と
を
目
指
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
同
班
は
「『
天
理
ス
ピ
リ

ッ
ト
』
の
定
義
づ
け
」
は
目
的
と

し
て
い
な
い
が
、
今
回
の
報
告
書

に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や

学
長
講
演
な
ど
を
掲
載
し
、
学
内

の
多
様
な
意
見
や
状
況
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
今
後
、
学
内
で
、
こ

れ
を
素
材
に
し
た
さ
ら
な
る
類
似

の
活
動
や
、
大
学
と
し
て
の
取
り

組
み
な
ど
を
期
待
し
た
い
と
語
っ

て
い
る
。

　

今
後
、
学
内
で
さ
ら
な
る
検
討

や
取
り
組
み
が
充
実
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

天
理
ス
ピ
リ
ッ
ト
調
査
研
究
班

報
告
書
を
刊
行

井
隆
将
君
（
体
育
）
が
卒
業
生
を

代
表
し
て
答
辞
を
述
べ
る
な
ど
、

マ
ス
コ
ミ
の
注
目
も
集
め
た
。
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橋本学長より卒業証書を授与される体育学部代表の

小野真由美さん



天 理 大 学 広 報

小
山　

順
子
（
こ
や
ま　

じ
ゅ
ん

こ
）

①
文
学
部
国
文
学
国
語
学
科

②
講
師

③
中
世
文
学

李　

應
珍
（
イ　

ウ
ン
チ
ン
）　

①
国
際
文
化
学
部
ア
ジ
ア
学
科

（
韓
国
・
朝
鮮
語
コ
ー
ス
）

②
准
教
授

③
韓
国
・
朝
鮮
語
学

魯　

富
子
（
ノ　

ブ
ジ
ャ
）

①
国
際
文
化
学
部
ア
ジ
ア
学
科

（
韓
国
・
朝
鮮
語
コ
ー
ス
）

②
准
教
授

③
韓
国
・
朝
鮮
社
会
論

小
林　

千
穂（
こ
ば
や
し　

ち
ほ
）

①
国
際
文
化
学
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

ア
メ
リ
カ
学
科（
英
米
語
コ
ー
ス
）

②
講
師

③
英
語
、
英
語
教
育

寺
田　

和
史
（
て
ら
だ　

か
ず
ふ

み
）

①
体
育
学
部
体
育
学
科

②
講
師

③
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
、
ス
ト
レ
ン
グ
ス

西
田　

円
（
に
し
だ　

ま
ど
か
）

①
体
育
学
部
体
育
学
科

②
講
師

③
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学

松
本　

範
子
（
ま
つ
も
と　

の
り

こ
）

①
体
育
学
部
体
育
学
科

②
講
師

③
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

　

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
、
い
よ
い
よ
社
会

人
と
し
て
、
独
り
立
ち
す
る
門
出

の
時
を
迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
よ
く
始
め
が
肝
心
だ
と
言
い

ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
目
標
を
定

め
る
と
と
も
に
自
ら
の
拠
っ
て
立

つ
信
念
を
固
め
な
お
す
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　

人
生
の
節
目
に
あ
っ
て
は
そ
れ

ぞ
れ
の
心
の
定
め
方
、
心
の
置
き

所
が
何
よ
り
も
問
わ
れ
る
の
で
あ

り
ま
す
。
縁
あ
っ
て
天
理
大
学
に

学
ん
だ
皆
さ
ん
に
は
、
天
理
大
学

の
卒
業
生
に
相
応
し
い
心
定
め

が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
天

理
大
学
は
、
建
学
の
元
一
日
よ
り

一
貫
し
て
教
祖
の
教
え
に
基
づ

い
た
信
条
教
育
を
標
榜
し
つ
つ
、

陽
気
ぐ
ら
し
世
界
建
設
に
寄
与

す
る
人
材
の
養
成
を
そ
の
使
命

と
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
の
門
出

に
あ
た
っ
て
は
、
陽
気
ぐ
ら
し
を

実
践
す
る
こ
と
が
如
何
に
自
ら

の
人
生
を
豊
か
に
す
る
か
、
如
何

に
社
会
を
明
る
く
す
る
か
と
い
う

こ
と
に
思
い
を
い
た
し
て
、
陽
気

ぐ
ら
し
の
世
の
中
を
創
り
出
す
た

め
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
自
覚
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の

で
あ
り
ま
す
。

　

自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
、
今

さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
と
い
っ
た
風

潮
が
蔓
延
す
る
現
在
の
社
会
に
あ

っ
て
、
周
り
の
人
々
を
喜
ば
し
、

楽
し
ま
せ
勇
ま
せ
、
人
を
助
け
る

喜
び
を
第
一
と
す
る
生
き
方
は
、

割
に
合
わ
な
い
お
人
好
し
に
過
ぎ

る
生
き
方
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
つ
如

何
な
る
時
も
喜
び
の
心
を
持
つ
こ

と
は
、
実
際
は
な
か
な
か
難
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
自
分
の
都
合

の
よ
い
こ
と
は
喜
べ
ま
す
が
、
自

分
に
不
都
合
な
こ
と
、
思
い
通
り

で
は
な
い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
や

悲
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
く
る

と
、
つ
い
つ
い
不
足
の
心
が
湧
い

て
く
る
お
互
い
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、あ
り
が
た
い
こ

と
に
私
た
ち
は
、教
祖
の
ひ
な
が
た

に
照
ら
し
て
自
ら
を
反
省
し
、迷
い

の
霧
を
晴
ら
し
て
勇
気
と
自
信
を

持
っ
て
信
じ
る
道
を
歩
ま
せ
て
い

た
だ
け
る
の
で
あ
り
ま
す
。教
祖
の

ひ
な
が
た
の
道
は
、神
一
条
の
道
で

あ
り
ま
す
。
教
祖
は
、ひ
な
が
た
の

親
と
し
て
、神
一
条
の
精
神
で
親
神

様
の
思
い
に
沿
い
切
り
さ
え
し
た

な
ら
ば
、た
と
え
人
間
思
案
の
う
え

か
ら
は
そ
の
先
行
き
が
案
じ
ら
れ

る
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、無
事

に
お
連
れ
通
り
い
た
だ
け
る
こ
と

を
身
を
も
っ
て
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

神
一
条
の
精
神
と
は
、
あ
ら
ゆ

る
判
断
行
動
の
基
準
を
、
教
祖
の

教
え
に
求
め
る
心
の
向
き
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
教
え
を
自
分
の
考

え
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
教

え
に
自
分
の
考
え
を
合
わ
せ
る
信

仰
信
念
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
親

神
様
の
思
召
に
沿
う
心
を
定
め
る

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
教
え

て
い
た
だ
く
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
と
に
あ
た
り
節
目

に
際
し
、
心
を
定
め
る
時
の
心
得

と
し
て
、
物
事
が
治
ま
っ
て
か
ら

心
を
定
め
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず

ど
う
で
も
と
い
う
精
神
で
心
を
定

め
、
定
め
た
こ
と
を
何
と
し
て
で

も
実
現
し
よ
う
と
努
力
し
て
い

く
か
ら
、
物
事
が
定
ま
る
姿
を
お

見
せ
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と

を
お
諭
し
く
だ
さ
っ
た
う
え
で
、

神
一
条
の
精
神
を
し
っ
か
り
定

め
て
道
を
歩
む
こ
と
が
肝
心
だ

と
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
前
途
に
は
、
山
も
あ

り
谷
も
あ
り
、
必
ず
し
も
平
坦
な

道
ば
か
り
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
難
し
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
教
祖
の
教
え
を
拠

り
所
に
、
神
一
条
の
精
神
で
堂
々

と
歩
み
抜
く
と
こ
ろ
に
、
こ
ち
ら

の
真
実
に
倍
す
る
力
を
頂
戴
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

天
理
大
学
の
卒
業
生
と
し
て
、

陽
気
ぐ
ら
し
の
世
界
実
現
に
向
か

っ
て
志
は
ど
こ
ま
で
も
高
く
持
ち

な
が
ら
も
、
地
道
な
歩
み
を
進
め

て
く
れ
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
て

本
日
の
祝
辞
に
代
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
天
理
大
学
ふ
る

さ
と
講
の
神
実
様
を
教
会
本
部

へ
お
返
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

霊
様
を
本
部
祖
霊
殿
に
合
祀
し

て
い
た
だ
い
た
。
予
て
よ
り
教

会
本
部
が
唱
導
さ
れ
て
い
る

「
ぢ
ば
」
中
心
の
信
仰
の
在
り

方
に
添
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
講
は
、昭
和
８
年
、

全
寮
制
を
敷
い
て
い
た
外
国
語

学
校
寄
宿
生
の
願
い
に
よ
っ

て
、
特
別
に
お
許
し
を
い
た
だ

い
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
「
寄

宿
舎
の
教
会
化
」
と
い
う
表
現

平成１９年（２００７）６月１日（２）第 199 号

　

第　

回
卒
業
式
に
お
け
る

５５

　
　
　
　
 
真
柱
様
お
言
葉
（
要
旨
） 
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４
月　

日
午
後
、
恒
例
の
全
学

２７

一
斉
ひ
の
き
し
ん
が
、さ
わ
や
か
な

青
空
の
下
、
杣
之
内
キ
ャ
ン
パ
ス
と

体
育
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
行

わ
れ
た
。
ひ
の
き
し
ん
に
先
立
ち
、

学
生
ホ
ー
ル
前
に
参
集
し
た
大
勢

の
学
生
と
教
職
員
を
前
に
、
飯
降

政
彦
天
理
教
表
統
領
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
読
み
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

橋
本
武
人
学
長
が
「
宗
教
に
は
毎

日
の�
き
し
ん�
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
金
品
な
ど
を
献
進
す
る
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
物

品
に
限
ら
ず
、
身
の
働
き
が�
き
し

ん�
と
な
る
と
い
う
の
が
天
理
教
の

教
え
。
神
様
が
一
番
喜
ん
で
受
け

取
っ
て
く
れ
る
も
の
は
人
の
た
め
、

世
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
心
が
あ
れ

ば
誰
で
も
で
き
る
。
今
日
は
わ
ず

か
な
時
間
で
す
が
、他
者
の
為
に
は

げ
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
ひ
の
き

し
ん
の
意
味
合
い
を
語
り
、参
加
者

を
激
励
し
た
。

　
 
学
生
た
ち
は
普
段
使
っ
て
い
る

教
室
の
窓
ガ
ラ
ス
や
ド
ア
、
机
を
一

つ
一
つ
、
丁
寧
に
磨
き
上
げ
た
り
、

ま
た
周
辺
の
草
取
り
や
清
掃
を
行

っ
た
。参
加
者
の
一
人
は
、「
た
く
さ

ん
の
人
が
参
加
し
て
い
る
の
で
、
や

る
と
こ
ろ
が
す
ぐ
に
な
く
な
っ
た

が
、
す
っ
き
り
し
た
。
機
会
が
あ
る

ご
と
に
参
加
し
た
い
」
と
さ
わ
や
か

な
笑
顔
で
語
っ
て
い
た
。

大学の現況と課題に言及
創立記念日行事

書
』
か
ら
の
報
告
」
と
し
て
、
自

己
点
検
・
評
価
委
員
会
委
員
長
の

太
田
登
教
授
に
よ
る
報
告
が
行
わ

れ
た
。

　

太
田
委
員
長
は
報
告
の
中
で
、

報
告
書
作
成
を
通
し
て
見
え
て
き

た
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
触
れ
、
早

急
な
改
善
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

具
体
的
に
は
、「
校
友
会
行
政
の
確

立
」「
学
生
定
員
管
理
の
努
力
」「
中

長
期
人
事
計
画
の
策
定
」「
研
究
活

動
の
活
性
化
」「
国
や
地
方
自
治
体

の
政
策
形
成
等
へ
の
寄
与
・
貢
献
」

「
管
理
職
の
権
限
と
責
任
の
明
確

化
」「
自
律
性
の
確
保
と
社
会
へ
の

説
明
責
任
」「『
達
成
度
評
価
』
と

『
水
準
評
価
』
に
よ
る
向
上
の
努

力
」
な
ど
で
、
特
に
学
生
定
員
管

理
の
努
力
に
つ
い
て
は
、
学
科
・

専
攻
別
状
況
に
つ
い
て
具
体
的
な

数
字
を
挙
げ
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
語
っ
た
。

　

こ
の
後
、

報
告
内
容
も

含
め
た
大
学

全
般
に
つ
い

て
質
疑
応
答

が
行
わ
れ

た
。

　

現
在
、
学

内
で
は
改
革

・
改
善
の
た

め
の
努
力
が

進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
今

後
、
同
報
告

書
で
指
摘
さ

れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
事
柄
の

速
や
か
で
着

実
な
改
善
が

求
め
ら
れ

る
。

 
こ
こ
ろ
も
す
っ
き
り

  
全
学
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

　

本
学
の
学
術
交
流
協
定
校
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
の
サ
ギ
ノ
・
ヴ
ァ
レ

ー
州
立
大
学
の
合
唱
団
・
合
奏
団

一
行
が
３

月
３
日
来

訪
し
、
お

や
さ
と
や

か
た
南
右

第
２
棟
の

陽
気
ホ
ー

ル
で
、
本

学
雅
楽

部
、
天
理

教
校
学
園

高
校
和
太

鼓
部
と
ジ

ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催

し
た
。

　

同
合
唱
・
合
奏
団
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
の
民
謡
、
ジ
ャ

ズ
、
ゴ
ス
ペ
ル
や
ポ
ッ
プ
ス
を
、

米
国
の
交
流
協
定
校
が
、

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　

創
立
記
念
日
行
事
が
４
月　
２３

日
、
９
号
棟
（
ふ
る
さ
と
会
館
）

に
て
開
催
さ
れ
、
大
学
お
よ
び
法

人
の
教
職
員
が
参
加
し
た
。 

 

　

当
日
は
橋
本
武
人
学
長
と
安
野

嘉
彦
理
事
長
の
挨
拶
、
お
よ
び

「『
自
己
点
検
・
評
価
中
間
報
告

ソ
ロ
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
、
カ
ル
テ
ッ

ト
な
ど
を
織
り
交
ぜ
て
披
露
。
ま

た
、
日
本
の
「
さ
く
ら
」「
琵
琶
湖

周
航
の
歌
」
を
日
本
語
で
歌
う
な

ど
、
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
た
。

新任教員プロフィール
①所属　②職名　③専門分野

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
学

生
た
ち
が
家
庭
や
教
会
か
ら
離
れ

た
寮
生
活
の
中
で
信
仰
的
成
人
を

図
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
ふ
る
さ
と
講
は
、
本

教
に
お
け
る
講
な
い
し
教
会
の
在

り
方
に
照
ら
し
て
見
れ
ば
、
特
異

な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
当
時
の
学
生
・
寮
生
は

そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
系
統
に
所
属
す

る
信
者
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
ふ

る
さ
と
講
固
有
の
信
者
は
存
在
し

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

す
で
に
外
国
語
学
校
時
代
か
ら

そ
の
兆
し
が
伺
え
る
よ
う
に
、
学

校
、
大
学
の
規
模
が
拡
大
す
る
に

つ
れ
て
、
全
寮
制
が
崩
れ
た
だ
け

で
な
く
、
杣
之
内
の
キ
ャ
ン
パ
ス

外
に
複
数
の
寮
が
設
置
さ
れ
始
め

た
。
ま
た
、
教
員
は
も
と
よ
り
学

生
に
も
未
信
者
層
の
割
合
が
増
大

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

か
く
て
、
ふ
る
さ
と
講
は
独
り

寮
生
の
講
社
で
あ
る
よ
り
大
学
全

体
の
信
仰
を
育
む
講
社
へ
と
拡
大

さ
れ
、
さ
ら
に
信
条
教
育
の
ふ
る

さ
と
講
へ
の
拠
点
化
が
意
図
さ

れ
、期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
ふ
る
さ
と
講
が
有
す
る

教
育
的
な
活
動
は
、
朝
夕
の
お
つ

と
め
、
月
次
の
恒
例
祭
等
の
お
つ

と
め
を
つ
と
め
る
こ
と
、
月
々
の

祭
典
講
話
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
こ
れ

に
参
画
し
て
信
仰
的
に
成
人
し
う

る
の
は
、
ど
う
し
て
も
教
内
者
に

限
ら
れ
る
憾
み
が
あ
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
講
開
筵
か
ら　

有
余

７０

年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
人
た
ち

は
真
剣
に
朝
夕
の
お
つ
と
め
、
月

々
の
恒
例
祭
等
を
つ
と
め
て
き

た
。
し
か
し
、
一
般
の
教
会
と
違

っ
て
、
学
校
に
お
い
て
は
組
織
、

制
度
の
改
編
、
担
当
者
の
交
代
等

に
よ
り
、
歴
史
的
に
不
連
続
、
不

明
な
諸
点
を
残
す
こ
と
も
多
く
、

信
仰
的
に
は
逆
に
申
し
訳
な
い
結

果
を
生
む
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

天
理
大
学
の
信
条
教
育
は
、
一

部
（　

％
）
の
教
員
が
一
部
（　

２０

４０

％
）
の
学
生
を
対
象
に
行
え
ば
良

い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、�
全
構

成
員
を
巻
き
込
ん
で
な
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。�
そ
れ
故
、
そ
れ

は
学
生
の
課
外
活
動
を
も
含
め

て
、
教
育
活
動
全
般
を
通
し
て
な

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
天
理
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
も
称
す

べ
き
お
道
の
精
神
を
広
く
世
界
に

伝
え
る
た
め
に
は
、
誰
も
が
ア
プ

ロ
ー
チ
し
易
い
よ
う
に
、
普
遍
的

な
ベ
ー
ス
に
乗
せ
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
に
な
る
。

　

陽
気
ぐ
ら
し
世
界
の
建
設
に

必
須
の
条
件
で
あ
る
「
人
を
た

す
け
る
心
」を
涵
養
す
る
た
め
、

本
学
が
行
動
指
針
と
し
て
掲
げ

る
「
他
者
へ
の
献
身
」
に
し
て

も
、������������

���������������
と

い
う
似
た
よ
う
な
こ
と
を
唱
導

す
る
大
学
が
あ
る
の
で
面
白
く

な
い
と
思
わ
れ
る
向
き
も
あ
る

が
、
信
条
教
育
の
裾
野
を
広
げ

る
た
め
に
は
、
お
道
の
精
神
を

一
般
的
な
言
葉
で
、「
黄
金
律
」

に
も
通
じ
る
普
遍
的
な
レ
ベ
ル

で
伝
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
な

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
こ
れ
か
ら

の
新
し
い
信
条
教
育
の
課
題
と

な
る
だ
ろ
う
。

天
理
大
学
の
信
条
教
育
に
つ
い
て　
　

学
長  
橋 
本 
武 
人



天 理 大 学 広 報

　

定
着
し
た
感
の
あ
る
言
語
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
主
管
の
「
天
理
大

学
サ
テ
ラ
イ
ト
語
学
教
室
」（
天
理

大
学
、
奈
良
新
聞
社
共
催
）
は
、

本
年
度
も　

言
語　

コ
ー
ス
で
開

１５

１７

催
さ
れ
て
い
る
が
、
同
教
室
を
受

講
し
た
後
、
本
学
で
科
目
等
履
修

を
す
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い

る
。
最
も
顕
著
な
の
は
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
コ
ー
ス
」
の
受
講
経
験

者
で
、
現
在
５
人
が
履
修
し
て
い

る
。

　

同
教
室
受
講
生
の
受
講
理
由

は
、
家
族
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
方

が
い
た
り
、
仕
事
の
関
係
な
ど
と

い
ろ
い
ろ
だ
が
、
そ
の
な
か
の
１

人
杉
山
好
美
さ
ん
は
、
奈
良
市
在

住
で
ご
主
人
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

方
。
平
成　

年
に
同
教
室
を
受
講

１７

し
、
そ
の
後
、
平
成　

年
度
か
ら

１８

２
年
続
け
て
科
目
等
履
修
を
し
て

い
る
。
杉
山
さ
ん
は
、「
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
つ
い
て
興
味
が
あ
り
、『
奈

良
リ
ビ
ン
グ
』
を
見
て
す
ぐ
に
申

し
込
ん
だ
。
久
し
ぶ
り
の
勉
強
で

脳
の
活
性
化
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ

な
知
識
を
得
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が

身
近
に
な
っ
た
。科
目
等
履
修
は
、

先
生
か
ら
紹
介
が
あ
り
履
修
し

た
。
長
い
授
業
時
間
や
宿
題
で
、

さ
ら
に
脳
の
活
性
化
に
な
っ
て
い

る
が
、
大
学
に
来
て
、
学
生
と
一

緒
に
勉
強
す
る
こ
と
は
気
持
ち
の

面
で
も
違
う
。
最
初
は
恥
ず
か
し

か
っ
た
が
今
は
馴
れ
た
し
、
楽
し

い
。
今
後
、
日
常
会
話
程
度
は
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
語
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
歴
史
文
化
学
科
の

科
目
を
履
修
し
て
い
る
阿
部
敦
子

さ
ん
は
、
本
学
中
国
学
科
の
卒
業

生
で
、
過
去
１
年
半
サ
テ
ラ
イ
ト

の
「
英
語
コ
ー
ス
」
を
受
講
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
、「
語
学
を
き
ち
っ
と

教
え
て
も
ら
え
る
と
思
い
受
講
し

た
。
授
業
は
す
ご
く
楽
し
く
英
検

２
級
に
も
合
格
で
き
た
。現
在
は
、

仕
事
に
役
立
て
た
い
と
科
目
等
履

修
生
と
し
て
学
ん
で
い
る
。
授
業

は
難
し
い
が
た
め
に
な
る
し
、
学

生
に
も
刺
激
を
受
け
て
い
る
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
取

り
組
み
は
、
徐
々
に
、
し
か
し
着

実
に
、
深
ま
り
と
広
ま
り
が
出
て

き
て
い
る
。

　

な
お
、
本
年
度
の
同
教
室
受
講

生
数
は
過
去
最
高
の
１
３
１
人
。

　

本
学
は
、
文
部
科
学
省
が
実
施

し
て
い
る
「
小
学
校
教
員
資
格
認

定
試
験
」
に
合
格
し
、
小
学
校
教

諭
二
種
免
許
取
得
を
目
指
す
学
生

を
支
援
す
る
た
め
、
本
年
度
新
た

に
「
小
学
校
教
員
資
格
認
定
試
験

対
策
講
座
」
を
開
講
し
た
。

　

現
在
、
小
学
校
教
諭
免
許
を
取

得
す
る
に
は
、
大
学
の
教
職
課
程

な
ど
で
必
要
な
単
位
を
取
る
か
、

文
部
科
学
省
の
資
格
認
定
試
験
に

合
格
す
る
２
通
り
あ
る
が
、
本
学

で
は
小
学
校
教
員
の「
教
職
課
程
」

を
設
置
し
て
い
な
い
た
め
、
小
学

校
教
員
希
望
者
の
多
く
は
、
卒
業

後
に
学
外
機
関
で
免
許
を
取
得
し

て
き
て
い
る
。

　

小
学
校
教
員
に
関
し
て
は
、
大

量
退
職
や
少
人
数
教
育
の
導
入
な

ど
か
ら
、
そ
の
採
用
者
数
が
大
幅

に
増
え
、
昨
年
度
大
阪
府
で
は
最

終
倍
率
が
３
倍
を
切
る
な
ど
広
き

門
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
小
・

中
・
高
の
教
員
免
許
を
併
せ
持
つ

と
校
種
間
人
事
異
動
が
可
能
で
、

採
用
の
際
有
利
に
働
く
な
ど
の
こ

と
か
ら
、
在
学
中
の
小
学
校
教
諭

二
種
免
許
取
得
を
支
援
す
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
。

　

３
月　

日
、
長
年
本
学
の
発
展

２３

に
貢
献
い
た
だ
い
た
小
林
孝
信
教

授
、
山
本
義
泰
教
授
、
安
田
昭
子

教
授
の
３
人
に
名
誉
教
授
の
称
号

と
記
念
品
が
、
橋
本
武
人
学
長
か

ら
贈
ら
れ
た
。

　

小
林
孝
信
教
授
は
、
昭
和　

年
４１

に
本
学
に
着
任
し
、
昭
和　

年
か

６０

ら
は
教
授
と
し
て
国
際
文
化
学
部

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
学
科（
英

米
語
コ
ー
ス
）
に
所
属
、　

年
間

４１

勤
め
ら
れ
た
。

　

山
本
義
泰
教
授
は
、
昭
和　

年
４４

に
本
学
に
着
任
し
、
昭
和　

年
か

６２

ら
は
教
授
と
し
て
体
育
学
部
体
育

学
科
に
所
属
、　

年
間
勤
め
ら
れ

３８

た
。

　

安
田
昭
子
教
授
は
、
昭
和　

年
４２

に
本
学
に
着
任
し
、
平
成
元
年
か

ら
は
教
授
と
し
て
体
育
学
部
体
育
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教
員
を
目
指
す
学
生
を
支
援

教
員
を
目
指
す
学
生
を
支
援

　

体
育
学
部
は
同
学
部
同
窓
会
・

杣
友
会
の
協
力
を
得
て
４
月　
２１

日
、
同
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
６
号
棟

な
ど
で
「
教
員
採
用
選
考
対
策
講

習
会
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
講
習

会
は
昨
年
度
か
ら
開
い
て
い
る

が
、
本
年
度
は
対
象
を
卒
業
生
に

も
広
げ
、土
曜
日
の
午
後
に
開
催
。

　

人
の
学
生
が
受
講
し
た
。

３５
　

ま
ず
、
体
育
学
部
昭
和　

年
卒

４７

業
で
大
阪
府
立
佐
野
高
校
の
宮
村

誠
一
校
長
が
「
教
員
に
求
め
ら
れ

る
資
質
と
は
」
と
題
し
て
講
話
。

姿
勢
・
言
葉
づ
か
い
を
含
む
人
格

の
大
切
さ
や
、
意
欲
・
情
熱
・
責

任
感
の
強
さ
、
ま
た
積
極
性
・
柔

軟
性
・
協
調
性
な
ど
の
大
切
さ
を

説
い
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
最
近
教
員
に
採
用
さ
れ

た
卒
業
生
３
人
が
、
現
在
の
心
境

や
自
ら
の
合
格
体
験
談
を
詳
細
に

披
露
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
榎

木
康
男
さ
ん
（
平
成　

年
卒
）、
川

１１

村
樹
さ
ん
（
同　

年
卒
）、
佐
伯
陽

１３

介
さ
ん
（
同　

年
卒
）。

１６

　

そ
し
て
、
最
後
に
実
技
講
習
と

し
て
、
同
じ
く
同
学
部
昭
和　

年
３９

卒
業
で
武
庫
川
大
学
非
常
勤
講
師

の
山
中
巌
さ
ん
が
「
水
泳
の
実
技

講
習
と
教
員
採
用
選
考
水
泳
実
技

テ
ス
ト
の
ポ
イ
ン
ト
講
習
」
を
行

っ
た
。

　

現
役
の
教
員
に
よ
る
、
非
常
に

具
体
的
な
講
習
内
容
で
、
継
続
的

な
開
催
を
期
待
し
た
い
。　

教
員
採
用
選
考
対
策
講
習
会体育学部の卒業生 3氏がパネラーをつとめた

◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

学
科
に
所
属
、　

年
間
勤
め
ら
れ

４０

た
。

　

４
月
か
ら
は
小
林
孝
信
教
授
は

非
常
勤
講
師
と
し
て
、「
英
米
文
学

概
論
」
等
の
科
目
を
担
当
し
、
引

き
続
き
学
生
た
ち
の
前
で
教
鞭
を

と
っ
て
い
る
。
山
本
義
泰
教
授
と

安
田
昭
子
教
授
は
３
月
末
を
も
っ

て
退
職
さ
れ
た
。

　

平
成　

年
度
に
開
催
さ
れ
た
創

１７

立　

周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て
、

８０
既
に
各
学
部
な
ど
が
報
告
書
を
出

し
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
次
の
２

点
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、地
域
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

が
、
報
告
書
「
天
理
大
学　

周
年

８０

記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書

『
戦
争
・
宗
教
・
平
和
』」
を
３
月

に
刊
行
。
内
容
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
講
演
録
の
ほ
か
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
に
関
す
る
現
代
史
略
年
表
や

写
真
な
ど
も
掲
載
し
、「
戦
争
・
宗

教
・
平
和
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
残
部
僅
少
の
た
め
、
入
手
希

望
の
際
は
地
域
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
へ
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
（
電

話
０
７
４
３

－

６
３

－

９
０
７
７
）。

　

次
に
、
総
合
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
報
告
書
「
天
理
大
学
創
立

　

周
年
記
念
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー
・

８０パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス　

戦
争
と
舞
踊

・
演
劇
―
身
振
り
の
力
、
仮
面
の

力
―
」を
４
月
に
刊
行
。
内
容
は
、

２
日
に
分
け
て
行
わ
れ
た
レ
ク
チ

ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン（
４
つ
の
講
演
）

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
亡
命
劇
団
に

よ
る
劇
な
ど
）
が
網
羅
さ
れ
て
い

る
。
後
者
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
劇
な

ど
で
、
活
字
に
よ
る
報
告
の
限
界

創
立　

周
年
記
念
行
事

８０報
告
書
刊
行

も
あ
る
が
、
写
真
を
多
用
す
る
こ

と
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
希
望
さ

れ
る
場
合
、
２
１
０
円
分
の
切
手

同
封
の
上
、
総
合
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
込
み
い
た
だ
き
た
い

（
０
７
４
３

－

６
３

－

７
０
９

２
）。

　

生
涯
教
育
専
攻
は
卒
業
生
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的
に
、
３

月
に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
「
第
１

号
」
と
「
第
１
号
増
刊
号
」
を
配

信
。
こ
れ
は
、
昨
年
５
月
頃
よ
り

計
画
を
は
じ
め
、
本
年
２
月
に
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
把
握
し
て
い
る

卒
業
生
（
約
２
９
０
人
の
う
ち
約

１
４
０
人
）
に
案
内
メ
ー
ル
を
出

し
、
希
望
す
る
卒
業
生
を
対
象
に

配
信
を
始
め
た
も
の
。 

　

内
容
は
、「
生
涯
教
育
専
攻
ニ
ュ

ー
ス
」「
教
員
の
近
況
」「
生
涯
学

習
の
現
場
か
ら
」
な
ど
で
、
月
１

回
の
配
信
。
受
信
し
た
卒
業
生
か

ら
は
、
大
学
や
同
級
生
の
近
況
に

触
れ
て
刺
激
に
な
っ
た
と
い
う
感

想
な
ど
が
届
き
、専
攻
と
し
て
は
、

卒
業
生
の
近
況
を
把
握
し
や
す
く

な
っ
た
よ
う
。
今
後
は
、
卒
業
生

か
ら
の
情
報
配
信
を
含
め
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
情
報
交
換

の
場
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て

お
り
、
充
実
を
期
待
し
た
い
。 

生
涯
教
育
専
攻
が

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信

　

社
会
福
祉
専
攻
の
学
生
た
ち
に

と
っ
て
、
最
大
の
難
関
で
あ
る
社

会
福
祉
士
と
精
神
保
健
福
祉
士
の

国
家
試
験
の
結
果
発
表
が
３
月　
３０

日
に
あ
り
、
本
学
関
係
で
は
全
国

の
合
格
率
が　

・
４
％
と
い
う
難

２７

関
の
社
会
福
祉
士
に　

人
中
８
人

２７

が
合
格
（
合
格
率　

・
６
％
）
し

２９

た
。
ま
た
、
精
神
保
健
福
祉
士
に

は
８
人
中
４
人
が
合
格
。

　

合
格
者
は
資
格
を
生
か
し
、
病

院
や
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
障
害

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、知
的
障
害

児
施
設
な
ど
に
就
職
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
士
国
家
試
験

全
国
合
格
率
を
上
回
る

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

人
権
教
育
推
進
会
議
で
は
、
本

年
度
の
人
権
啓
発
年
間
テ
ー
マ
を

「
わ
か
り
あ
い
・
み
と
め
あ
い
」

と
し
、
年
間
重
点
課
題
と
し
て

「『
心
と
体
』に
関
す
る
共
生
の
課

題
」
を
掲
げ
て
い
る
。
重
点
課
題

の
範
疇
に
は
、
障
が
い
者
問
題
、

発
達
障
が
い
（
自
閉
症
、
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
症
候
群
な
ど
）
者
問
題
な

ど
が
あ
り
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

助
成
制
度
」
を
利
用
し
た
人
権
啓

発
企
画
も
、
こ
の
課
題
関
連
の
も

の
を
期
待
し
た
い
と
の
こ
と
。

　

た
だ
し
、
人
権
啓
発
企
画
は
、

承
認
後
、経
費
助
成
等
も
行
わ
れ
、

内
容
も
重
点
課
題
に
限
ら
ず
、
人

権
に
関
す
る
も
の
を
幅
広
く
募
集

し
て
い
る
の
で
、
教
職
員
・
学
生

の
個
人
、
有
志
、
団
体
か
ら
の
積

極
的
な
応
募
を
期
待
し
た
い
。

人
権
啓
発
企
画
を
募
集
！

　

留
学
生
の
修
学
支
援
を
行
っ
て

い
る
教
職
員
の
任
意
団
体
「
天
理

陽
気
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」（
会
長

：

片

倉
充
造
教
授
）
は
４
月　

日
、「
奨

２５

学
金
授
与
式
」
を
フ
ラ
ン
ス
語
コ

ー
ス
共
同
研
究
室
で
行
っ
た
。

　

今
回
申
請
し
た
留
学
生
は　

人
１９

で
あ
っ
た
が
、
面
接
な
ど
を
経
て

選
ば
れ
た
、
歴
史
文
化
学
科
３
年

次
生
の
袁
香
（
エ
ン 
コ
ウ
）
さ
ん

と
ア
ジ
ア
学
科
３
年
次
生
の

日

娜
（
サ
リ
ナ
）
さ
ん
２
人
に
、
片

倉
会
長
か
ら
奨
学
金　

万
円
が
そ

２０

れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
た
。　

２
人
の
留
学
生
に
奨
学
金

天
理
陽
気
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

○
３
月　

日　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア

１６

メ
リ
カ
学
科
懇
話
会　
「
欧
州
ワ

イ
ン
概
論
〜
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン

篇
」

○
３
月　

日　

堺
・
南
大
阪
地
域

２６

日
本
語
教
育
連
絡
会 
研
修
講
座

第
３
回
「
日
本
語
教
育
の
歴
史
は

繰
り
返
す－

過
去
に
学
び
現
在

を
考
え
る
」　

前
田
均（
国
際
文
化

学
部
准
教
授
）

○
６
月　

日
・　

日　

日
本
思
春

１６

１７

期
青
年
期
精
神
医
学
会
第　

回
大

２０

会・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
思
春
期
青
年

期
の
自
己
愛
と
社
会
性
」

・
特
別
講
演
「　

年
を
振
り
返
っ

２０

て
」

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
思
春
期
青

年
期
の
不
適
応
に
対
す
る
生
活
支

援
と
の
連
携
を
探
る
」

於

：

天
理
大
学
２
号
棟
他（
予
定
）

刊
行

●
『
宗
教
の
詩
学－

テ
ク
ス
ト
と

し
て
の
「
宗
教
」
を
読
む－

』
グ

ロ
ー
カ
ル
新
書
７　

岡
田
正
彦

（
人
間
学
部
准
教
授
）
著　

天
理

大
学
附
属
お
や
さ
と
研
究
所　

２

０
０
７
年
３
月

●
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
サ
ン
タ

ロ
ー
サ
市
に
お
け
る「
教
学
協
働
」

と
「
高
大
連
携
」
に
よ
る
参
画
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
の
可
能
性
の
模
索
』
平
成

　

年
度
天
理
大
学
学
術
研
究
助
成

１７報
告
書　

研
究
代
表
者 
澤
山
利

広
（
国
際
文
化
学
部
准
教
授
）、
共

同
研
究
者 
近
藤
雄
二
（
体
育
学
部

教
授
）　

２
０
０
７
年
３
月

●
『
中
国
文
化
研
究　

第　

号
』

２３

研
究
論
文
、講
演
録
な
ど
を
掲
載
。

ア
ジ
ア
学
科
中
国
語
コ
ー
ス
研
究

室　

２
０
０
７
年
３
月

本●
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
の
宗

教
』
住
原
則
也
（
国
際
文
化
学
部

教
授
）
編　

世
界
思
想
社　

２
０

０
７
年
１
月

●
『
会
社
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

－

経
営
人
類
学
的
考
察－

』
中

牧
弘
允
、
日
置
弘
一
郎 
編　

住
原

則
也
（
国
際
文
化
学
部
教
授
）
ほ

か
共
著　
 
東
方
出
版　

２
０
０

７
年
３
月

●
『
バ
タ
ッ
ク
の
宗
教－

イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と

土
着
宗
教
の
相
克－

』
山
本
春
樹

（
国
際
文
化
学
部
教
授
）
著　

風

響
社　

２
０
０
７
年
２
月

●
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス 
日
本
の
教

育
と
社
会－

第
９
巻 
非
行
・
少

年
犯
罪
』
広
田
照
幸
（
監
修
）、
北

澤
毅 
編　

石
飛
和
彦
（
人
間
学
部

准
教
授
）
ほ
か
共
著　

日
本
図
書

セ
ン
タ
ー　

２
０
０
７
年
２
月

●
『
東
方
台
湾
語
辞
典
』
村
上
嘉

英
（
国
際
文
化
学
部
教
授
）
編
著

　

東
方
書
店　

２
０
０
７
年
３
月

●
『〈
外
地
〉
日
本
語
文
学
論
』
神

谷
忠
孝
、
木
村
一
信 
編　

下
村
作

次
郎
（
国
際
文
化
学
部
教
授
）
ほ

か
共
著　

世
界
思
想
社　

２
０
０

７
年
３
月

●
『
発
音
か
ら
学
ぶ
中
国
語
』
朱

鵬
（
国
際
文
化
学
部
教
授
）
著　

あ
る
む　

２
０
０
７
年
４
月

サ
テ
ラ
イ
ト
語
学
教
室
受
講
か
ら

科
目
等
履
修
に

左より橋本学長、山本教授、小林教授、安田教授、大橋副学長

　
　

新
た
に
小
学
校
教
員
の

　
　
　

資
格
認
定
試
験
対
策
講
座

附属施設行事案内
天理大学附属天理参考館

○第５４回企画展

　「遣隋使・遣唐使が出会った人びと

　　－中国隋唐陶製人形の美－」

　会期：２００７年４月１１日（水）～６月１１日（月）

　会場：３階　企画展示室１・２

○第５５回企画展

　「キップの世界　―収集趣味と乗車券印刷機―」

　会期：２００７年７月４日（水）～８月１２日（日）

　会場：３階　企画展示室１・２ 

　※会期中先着３,０００名に記念券を配付いたしま

　　す（お１人１枚）。

天理大学附属おやさと研究所

○平成１９年度公開教学講座

　いま求められている家族の絆 －『逸話篇』に学ぶ

　第３講　６月２５日（月）　

　　「親子－３６「定めた心」－」

　講師：澤井 義次（人間学部宗教学科 教授）

　時間：１３：００～１４：４５

　会場：天理教道友社６階ホール　

　＊お車でのご来場はご遠慮ください。

学術情報プラザ

　

団
塊
世
代
の
停
年
退
職
が
始
ま
り
、
教
員
の
採
用
枠
が
広

が
る
中
、
教
員
を
目
指
す
学
生
ら
を
支
援
す
る
本
学
の
取
り

組
み
が
さ
ら
に
充
実
。



天 理 大 学 広 報
　

新
入
生
争
奪
戦
の
幕
開
け
と
な

る
ク
ラ
ブ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
主
催
学
生
自
治
会
）
が
、
４
月

３
日
杣
之
内
第
一
体
育
館
前
の
広

場
で
「���������

����������� ��
桜
（
お

〜
！
）
〜�����

���

���������
☆

開
花
宣
言� �� �� �
〜
」
を
テ
ー
マ
に

約　

の
ク
ラ
ブ
や
同
好
会
、学
科
・

８０
コ
ー
ス
会
が
集
ま
り
、
賑
や
か
に

開
催
さ
れ
た
。特
設
の
舞
台
で
は
、

各
団
体
が
練
習
の
成
果
を
披
露
し

た
り
、
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
会
場
を
沸
か
せ
、
ま
た
会
場
を

取
り
囲
む
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
ブ

ー
ス
で
は
、
ク
ラ
ブ
の
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
や
自
前
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を

着
用
し
た
り
、実
演
を
行
う
な
ど
、

新
入
生
の
目
を
引
こ
う
と
趣
向
を

こ
ら
し
て
い
た
。
新
入
生
か
ら
も

「
漫
画
で
読
ん
だ
ク
ラ
ブ
オ
リ
が

現
実
に
あ
っ
た
。
び
っ
く
り
で
す

が
、
楽
し
い
で
す
」「
個
性
的
な
人

が
多
く
て
面
白
い
」
と
楽
し
そ
う

な
声
が
聞
か
れ
た
。

　

今
回
実
行
委
員
長
を
務
め
た
新

屋
敷
悟
さ
ん
（
韓
国
・
朝
鮮
語
コ

　

第　

回
全
日
本
室
内
ア
ー
チ
ェ

１６

リ
ー
選
手
権
大
会
は
３
月　

・　
１７

１８

日
の
２
日
間
、
熊
本
県
宇
土
市
市

民
体
育
館
に
て
行
わ
れ
、
コ
ン
パ

ウ
ン
ド
部
門
で
橋
詰
沙
織
さ
ん

（
英
米
語
コ
ー
ス
３
）
が
見
事
優

勝
し
た
。

　

コ
ン
パ
ウ
ン
ド
部
門
は
、
引
き

重
量
が
途
中
で
軽
く
な
り
、
リ
リ

ー
サ
ー
（
発
射
装
置
）
の
使
用
も

認
め
ら
れ
る
弓
を
使
用
し
て
、　
１８

ｍ
の
距
離
か
ら
直
径　
�
の
標
的

４０

に
向
け
て
矢
を
放
ち
、
１
エ
ン
ド

３
射
で　

エ
ン
ド
、
計　

射
で
競

２０

６０

わ
れ
る
も
の
。

　

橋
詰
さ
ん
は
予
選
を
４
位
の
成

績
で
準
決
勝
に
進
出
。
３
回
目
の

挑
戦
で
、
初
め
て
予
選
を
突
破
し

た
橋
詰
さ
ん
は
、「（
予
選
を
突
破

で
き
て
、）
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。で

も
、
こ
こ
ま
で
き
た
ら
や
る
だ
け
」

と
気
持
ち
を
切
り
替
え
た
。

　

予
選
ラ
ウ
ン
ド
と
異
な
り
、
１

対
１
で
争
わ
れ
る
準
決
勝
。ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
試
合
で
は
、
些
細
な
ミ
ス

が
勝
敗
に
つ
な
が
る
。結
果
、
追
い
つ

追
わ
れ
つ
の
接
戦
を
制
し
て
決
勝
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９
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
行
わ
れ
る

柔
道
世
界
選
手
権
代
表
選
考
を
兼

ね
た
「
全
日
本
選
抜
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会
」
は
、
４
月
の
７
・

８
日
に
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、　

㎏
級
で
野
村
忠
宏
選
手

６０

（
平
成
９
年
体
育
卒
・
ミ
キ
ハ
ウ

ス
）
が
３
年
ぶ
り
６
度
目
の
優
勝

に
輝
い
た
。

　

決
勝
戦
の
相
手
は　

歳
も
若
い

１０

福
岡
政
章
選
手
。
両
者
決
め
手
が

な
く
、
ど
ち
ら
か
が
ポ
イ
ン
ト
を

取
っ
た
時
点
で
勝
敗
が
決
す
る

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
方
式
」
の

５
分
間
の
延
長
戦
へ
突
入
。
そ
の

２
分　

秒
に
野
村
選
手
の
仕
掛
け

２９

た
大
外
刈
り
が
「
効
果
」
の
判
定

で
優
勝
が
決
ま
っ
た
。
優
勝
後
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
技
は
い
い
感

じ
で
か
か
っ
た
感
触
は
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
ど
う
い
う
落
ち
方
を
し

た
の
か
…
」と
語
る
通
り
、「
効
果
」

判
定
も
福
岡
選
手
の
返
し
技
と
の

ビ
デ
オ
に
よ
る
協
議
の
結
果
、
認

め
ら
れ
る
と
い
う
際
ど
い
も
の
で

あ
っ
た
。

　

野
村
選
手
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

４
連
覇
を
目
指
し
て
復
帰
し
た
と

い
う
も
の
の
、
今
年
２
月
に
出
場

し
た
「
ド
イ
ツ
国
際
」
大
会
で
は

３
位
に
留
ま
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
復
活
の
道
の
り
は
決
し
て
順
風

満
帆
と
は
い
い
が
た
か
っ
た
。
何

度
も
味
わ
っ
て
き
た
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
と
は
い
う
も
の
の
、
ア
テ
ネ
以

来
で
は
、
こ
こ
ま
で
最
後
の
最
後

ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
た
気
持
ち
は

初
め
て
。「
泥
臭
く
て
も
勝
つ
こ
と

だ
け
を
考
え
た
。
課
題
の
足
技
は

ま
だ
ま
だ
だ
が
、
気
持
ち
の
面
で

成
長
で
き
た
」
と
い
う
こ
の
優
勝

に
よ
り
、
前
人
未
踏
の
偉
業
達
成

の
夢
は
、
い
よ
い
よ
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
。

　

な
お
、
こ
の
大
会
に
は
野
村
選

手
の
他
、
本
学
卒
業
生
５
人
が
出

場
（
各
階
級
８
人
、
全
７
階
級　
５６

人
が
選
抜
出
場
）。　

㎏
級
の
稲

７３

澤
真
人
選
手（
平
成　

年
体
育
卒
・

１６

ダ
イ
コ
ロ
）
と
、
１
０
０
㎏
級
の

穴
井
隆
将
選
手
（
平
成　

年
体
育

１９

卒
・
学
校
法
人
天
理
大
学
職
員
）

が 
そ
れ
ぞ
れ
決
勝
戦
ま
で
駒
を

進
め
た
が
、
健
闘
む
な
し
く
惜
し

く
も
準
優
勝
。ま
た　

㎏
級
で
は
、

６０

江
種
辰
明
選
手
（
平
成　

年
体
育

１１

卒
・
警
視
庁
）
が
３
位
と
、
天
理

柔
道
の
層
の
厚
さ
を
見
せ
つ
け
た

大
会
で
も
あ
っ
た
。

  
全
日
本
室
内
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権

  　
　

コ
ン
パ
ウ
ン
ド
部
門
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
詰　

沙
織
さ
ん

に
進
出
。

　

決
勝
戦
、
先
攻
の
橋
詰
さ
ん
は
、

第
１
エ
ン
ド
終
了
時
点
で
１
点
の

ビ
ハ
イ
ン
ド
。「
と
に
か
く
は
ず
さ

な
い
こ
と
を
心
が
け
た
」
と
い
う
橋

詰
さ
ん
の
放
つ
シ
ャ
ト
ル
（
矢
）
は
、

的
確
に
的
の
中
心
部
を
捉
え
、コ
ン

ス
タ
ン
ト
に　

点
満
点
中
９
点
以

１０

上
を
獲
得
。
最
後
ま
で
安
定
し
た

射
的
で
終
始
リ
ー
ド
を
保
っ
た
橋

詰
さ
ん
は
、ト
ー
タ
ル
１
１
４
対
１

１
１
で
本
多
由
美
子
選
手
を
下

し
、見
事
初
優
勝
。

　

高
校
１
年
生
の
時
、
弟
と
と
も

に
始
め
た
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
。
全
日
本

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
各
距
離
を
射
的
す

る
カ
テ
ゴ
リ
）
の
出
場
権
獲
得
、
夏

冬
の
イ
ン
カ
レ
、
来
年
の
同
大
会
の

連
覇
と
夢
は
ふ
く
ら
む
。
橋
詰
さ

ん
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

新入生ふれあいの第一歩

クラブオリエンテーション

ー
ス
４
）
は
「
午
前
の
準
備
中
は

雨
で
心
配
だ
っ
た
が
、
各
ク
ラ
ブ

の
方
々
が
ビ
ラ
を
ま
き
、
新
入
生

と
話
を
し
な
が
ら
、
会
場
ま
で
連

れ
て
来
て
く
れ
た
の
で
大
盛
況
に

な
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。
盛
り

上
げ
て
く
れ
た
み
ん
な
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

ま
な
び
ー
た
再
開
！

　

学
生
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
て
い

る
多
文
化
・
多
言
語
交
流
ス
ペ
ー

ス
「
ま
な
び
ー
た
」
が
、
４
月　
１１

日
か
ら
再
開
し
た
。

　

日
本
人
学
生
と
留
学
生
が
、
交

流
す
る
場
を
と
、
言
語
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
の
小
林
早
百
合
講
師
と

吉
田
智
佳
講
師
が
中
心
と
な
っ
て

立
ち
上
げ
た
「
ま
な
び
ー
た
」
も
、

こ
と
し
３
年
目
を
迎
え
る
。
学
習

言
語
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

や
各
国
の
料
理
を
持
ち
寄
る
パ
ー

テ
ィ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
打

ち
出
し
て
い
る
が
、
昨
年
は
新
た

に
大
学
祭
で
バ
ザ
ー
と
模
擬
店
を

行
っ
た
。
こ
れ
は
学
生
が
自
ら
の

手
で
稼
い
だ
お
金
を
学
ぶ
子
供
た

ち
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
い
う
願

い
か
ら
で
き
た
企
画
で
あ
っ
た
。

　
「
ま
な
び
ー
た
」
は
、
留
学
生
と

の
交
流
の
場
で
、
ネ
ー
テ
ィ
ブ
と

話
す
こ
と
で
、
留
学
前
の
疑
似
体

験
に
、
ま
た
留
学
後
の
会
話
レ
ベ

ル
の
維
持
に
と
、
活
用
が
大
い
に

期
待
さ
れ
る
。

　

本
学
の
池
田
浩
大
君（
宗
教
１
）

の
家
族
（
昭
和　

年
宗
教
学
科
卒

５９

業
の
父
親
・
泰
理
さ
ん
、
母
親
、

兄
弟
２
人
の
５
人
）
が
、
５
月
５

日
読
売
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た

「
欽
ち
ゃ
ん
＆
香
取
慎
吾
の
第　
７８

回
全
日
本
仮
装
大
賞
」に
出
場
し
、

見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
。

　

タ
イ
ト
ル
は「
池
に
映
る
風
景
」

で
、
岸
辺
の
人
物
と
水
面
に
映
っ

た
人
物
を
見
事
に
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ

ズ
さ
せ
栄
冠
に
輝
い
た
。

　
「『　

番
、
池
に
映
る
風
景
』
と

２３

聞
い
た
瞬
間
嬉
し
さ
と
信
じ
ら
れ

な
い
気
持
ち
に
包
ま
れ
た
」
と
語

る
浩
大
君
は
、
水
面
に
映
っ
た
人

物
を
演
じ
た
母
親
に
つ
い
て
「
バ

ー
に
足
を
か
け
て
ぶ
ら
下
が
る
の

は
最
初　

秒
も
で
き
な
か
っ
た

１０

が
、
練
習
を
重
ね
て
、
演
技
し
な

が
ら
１
分
間
ぶ
ら
下
が
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
す
ご
い
と
思
う
」
と

今
更
な
が
ら
感
じ
入
っ
て
い
た
。
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全
日
本
仮
装
大
賞

本
学
学
生
家
族
が
グ
ラ
ン
プ
リ
！

各競技の日本代表に選出！
在学生・卒業生

　

４
月
５
日
か
ら
英
国
で
開
催
さ

れ
た
ラ
グ
ビ
ー
Ｕ－

　

世
界
選

１９

手
権
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
に
体
育

学
部
１
年
次
生
の
掘
田
豊
一
君
が

選
出
さ
れ
た
。
掘
田
君
は
今
春
天

理
高
校
を
卒
業
し
、
こ
の
４
月
に

入
学
し
た
有
望
新
人
選
手
。
今
後

の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
セ
ン
タ
ー
・
ス
リ

ー
ク
ォ
ー
タ
ー
バ
ッ
ク
。

　

テ
コ
ン
ド
ー
の
世
界
選
手
権
大

会
（
５
月　

日
〜　

日
・
北
京
）

１８

２２

の
日
本
代
表
に
、
体
育
学
部
３
年

次
生
の
山
路
藍
さ
ん
が
選
出
さ
れ

出
場
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
２
月

の
全
日
本
学
生
選
手
権
優
勝
を
は

じ
め
、
世
界
学
生
選
手
権
３
位
、

ア
ジ
ア
大
会
準
々
決
勝
進
出
と
い

う
戦
績
を
評
価
さ
れ
た
も
の
。

　

本
大
会
は
惜
し
く
も
２
回
戦
で

敗
退
し
た
が
、
こ
れ
を
糧
に
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
向
か
っ
て

さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
た
い
。

　

こ
と
し
で　

回
目
を
迎
え
る
、

１８

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
２
０
０
７

ワ
ー
ル
ド
リ
ー
グ
大
会
の
エ
ン
ト

リ
ー
メ
ン
バ
ー
に
今
田
祐
介
さ
ん

（
平
成　

年
体
育
卒
・
東
レ
ア
ロ

１５

ー
ズ
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
世
界
の
強
豪　

カ
１６

国
が
４
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
５
月

か
ら
７
月
初
旬
に
か
け
て
ホ
ー
ム

ア
ン
ド
ア
ウ
ェ
イ
方
式
に
よ
る
予

選
ラ
ウ
ン
ド
を
行
い
、
各
グ
ル
ー

プ
１
位
と
ワ
イ
ル
ド
カ
ー
ド
１
チ

ー
ム
及
び
開
催
国
の
６
チ
ー
ム
が

イ
タ
リ
ア
で
の
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
に

進
出
す
る
と
い
う
も
の
。

訂　

正

　

広
報
１
９
８
号
の
４
面
の
記
事

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
天
理
ス

ポ
ー
ツ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
の
写
真
説

明
で
久
保
善
宜
弓
道
部
監
督
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
久

保
善
宣
弓
道
部
監
督
で
し
た
。

　

ま
た
、
同
面
の
日
本
語
体
験
発

表
会
の
受
賞
者
が
入
れ
替
わ
っ
て
い

て
、
正
し
く
は
短
期
留
学
生
の
韓

佳
さ
ん
が
、「
奈
良
県
教
育
長
賞
」

で
、　
　

艶
竹
さ
ん
が
「
奈
良
県
高

等
学
校
国
際
教
育
研
究
協
議
会
長

賞
」
で
し
た
。訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

野
村
忠
宏
さ
ん
復
活
優
勝

　
　
　
　
　

柔
道
・
全
日
本
選
抜
体
重
別
選
手
権

今後のスケジュールを打ち合わせ

ラ
グ
ビ
ー

　

Ｕ－

　

日
本
代
表　

１９

　
　
　
　

堀
田　

豊
一
君

テ
コ
ン
ド
ー

　

世
界
選
手
権
代
表　

　
　
　
　

山
路　

藍
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

全
日
本
男
子
チ
ー
ム　

　
　
　

今
田　

祐
介
さ
ん


